
 1

１号様式                    記録者   主事 髙橋秀彰  

  

総務、産業、建設常任委員会記録 

                        

招 集 年 月 日 令和２年８月５日（水） 

招 集 の 場 所 議員控室 

開 会 午前９時３６分 

出 席 者 委員長   鈴木 宏通 

副委員長  山岸 三男 

委員    吉田 眞悦 

委員    佐野 善弘 

委員    前原 宏 

委員    櫻井 功紀 

委員    千葉 一男 

議長    大橋 昭太郎 

欠 席 者  

職務のため出席

した者の職氏名 

 

議会事務局主事 髙橋 秀彰 

 

協 議 事 項 ・公共施設マネジメントについて 

そ の 他  

閉 会 午前１０時４４分 
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２号様式  協議の経過  

鈴木委員長 多少時間が押しましたけれども、９回の総務、産業、建設常任委員会をこ

れより始めたいと思います。座らせて進めたいと思います。 

本日、委員全員出席でございますので、委員会は成立しております。 

本日も公共施設マネジメントについて協議を進めたいと思います。 

前回は担当課であります防災管財課に対する質問等をいろいろさせてい

ただきながら、皆さんに理解をしていただいたかと思っております。 

本日は本町の取組について課題等の整理をまず行いたいと思っておりま

す。課題の整理につきましては、本町のこの公共施設等総合管理計画の中で

も 25 ページと 33 ページに整理してあります。 

ただ、それだけではなく、いろいろ皆さんの考え、視点を含めまして、そ

の課題の整理等も含め、ほかの町村の資料等を含めまして、こういう課題が

ないかというところも含めて話し合いを進めてまいりたいと思います。 

では、休憩をいたします。 

 休憩 午前 ９時３８分 

再開 午前１０時２７分 

鈴木委員長 再開をいたします。 

先ほど来、皆様よりそれぞれ課題の整理またはその解決方法等を御提言い

ただきました。まず、実際今、町としては計画だけが進んでおり、実施計画

またはそこの部分で進めるべきことをいろいろ決めるべきだと。 

あとは、町民へお知らせ等理解を求めるような広報等も必要ではないか。 

また、進行管理については、PDCA サイクルを使いながら、様々な変革を

しながら進めるべきではないか。 

あとは、自治体は単年度実施であり、管理基準等をきちっと毎年繰り越し

て継続し、その実施を……恒久的に進めるべきである。 

また、その町で出ている計画書の中での質と量に対する判断の基準という

のは、「へらす」判断というのは政治的判断が必要ではないかというような

点。 

あとは、その部分に関してもきちんと住民説明を果たすべきだというこ

と。 

また、日光市においては白書を作成してホームページ等で掲載している。

そういうところも含めて、町での取組のデータベースをきちっとしながら、

住民への理解を深めるためにそういう白書等が必要ではないか。 

あとは、基本方針が現在はあるが、結局推進または実施計画が今のところ

ないので、その部分で推進会議または担当課で年次計画を机上だけではなく

て進めるべきではないかというお話をしていただきました。 

また、今まで私たちが町の取組等をいろいろと検討してきた結果、町で進

めるべき部分というのを積極的に推し進めるべきでは……という御意見も

ございました。 

本日、課題の整理等も含めまして、今後公共施設のマネジメントをどのよ

うに町で進めていただくかというところに私たちの提言がございますが、こ
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の観点から言って、今後その部分についていろいろと皆様とまた協議をさせ

ていただきたいと考えています。 

ここで休憩をいたします。 

 休憩 午前１０時３０分 

再開 午前１０時４３分 

鈴木委員長 では、次回の委員会は８月 28 日９時半より行います。 

私たちの公共施設のマネジメントに関して、政策の提言についてある程度

のまとめを行いたいと思っております。 

本日は以上としますが、よろしいでしょうか。（「はい」の声あり） 

では、副委員長お願いします。 

山岸副委員長 大変御苦労さまでした。 

次回までに、委員長、副委員長で大体のたたき台を政策提言にまとめたい

と思っております。 

あとは、今日午後からさらに移動がありますので。今日は先ほどお話あっ

たようにお昼の弁当を用意しておりますので、食べて少し休憩をして出発と

いうことになっておりますので、よろしくお願いします。 

大変今日は御苦労さまでした。 

 閉会 
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 会議の経過を記載して相違ないことを証するため、ここに署名する。 

 

令和２年８月５日 

 

総務、産業、建設常任委員会 

 

委員長 


